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研究成果の概要（和文）： 

 
現在の日本の山岳には、多年性雪渓（万年雪）は存在するが、氷河は存在しないとされてい

た。本研究では、飛騨山脈剱岳の小窓雪渓、三ノ窓雪渓、立山の御前沢雪渓で氷体の厚さと流
動の観測を実施した。その結果、各雪渓は厚さ 30 m 以上、長さ 400～1200 m に達する巨大な
氷体をもち、氷体は 1 ヶ月あたり 5～30 cm 流動していることが明らかになった。したがって、
小窓，三ノ窓、御前沢雪渓は日本では未報告であった 1 年を通じて連続して流動する現存する
「氷河」であると考えられる。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Japanese glaciologists and geographers believed that there are no active glaciers in Japan.  
I studied the surface flow velocity and ice thickness of the Gozenzawa perennial snow patch 
in Mt. Tateyama, and the Sannomado perennial snow patch and the Komado perennial 
snow patch in Mt. Tsurugi in the northern Japanese Alps, central Japan, since 2009.   
The Sannomado and the Komado perennial snow patches have large ice masses (>30 m in 
thickness and about 1000 m in long).  They measured the surface flow velocity and found 
that both the ice masses had flowed over 30 cm month-1 in the autumn of 2011.  Hence, I 
regard both the snow patches as active glaciers.   
The Gozenzawa perennial snow patch too has a large ice mass (27 m in thickness and 400 
m in long).  They measured the surface flow velocity and found that the ice mass had 
flowed slightly (<10 cm month-1) in the autumns of 2010 and 2011.  Hence, I regard this 
snow patch also as an active glacier. 
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１．研究開始当初の背景 

現在の日本の山岳には、多年性雪渓（万年
雪）は存在するが、氷河は存在しないとされ
ている。多年性雪渓の中には氷体を持ってい
るものもあるが、顕著な流動が観測されてい
ないため、多年性雪渓は氷河ではないという
のが定説である。 
近年、無人気象観測や積雪観測の結果から

飛騨山脈立山周辺は、気候条件的に氷河が分
布可能であるという意見も出てきた。また、
雪渓の内部構造を調べるためのアイスレー
ダーや氷体の流動を測定するための測量用
GPSが小型化、高性能化してきた。このため、
現在では、アプローチが困難な山岳地の雪渓
でも高精度な内部構造観測および流動観測
が可能になっている。 
したがって、観測技術的に多年性雪渓が氷

河か否か再検討する機会がようやく本格的
に到来してきたといえる。以上の学術的、観
測技術的な背景のもと、本研究では飛騨山脈
北部の氷体を持つ多年性雪渓が氷河か否か
再検討する。 
 
２．研究の目的 
氷河とは「重力によって長期間にわたり連

続して流動する雪氷体（雪と氷の大きな塊）」
と定義されている。 
本研究では，過去数十年間、消失した記録

が無く、さらに 2010 年までの予備調査で氷
河の可能性が高いと思われた立山の雄山
（3003m）東面の御前沢雪渓、剱岳（2999m）
北東面の小窓雪渓、三ノ窓雪渓で、氷体の厚
さと流動の観測を行い、これらの雪渓が氷河
か否か明らかにすることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
(1) 氷体の厚さの観測 
御前沢雪渓、小窓雪渓、三ノ窓雪渓（図 1）

が流動可能な厚さの氷体をもっているのか
明らかにするために、アイスレーダー観測を
実施する。 
(2) 流動観測 
各雪渓の氷体が流動しているのか明らか

にするために、氷体に長さ 4.6m のポールを
数カ所埋め込み、ポールの位置の変化を高精
度 GPS、トータルステーション、インターバ
ルカメラで測定し、流動を観測する。 
 
４．研究成果 
(1) 三ノ窓雪渓では、厚さ 30m 以上、長さ
1200m に達する氷体を確認できた（図 2）。
小窓雪渓では、厚さ 20～30m，長さ 900m の
氷体を確認できた（図 2）。御前沢雪渓では、

雪渓下流部に厚さ 27m、長さ 400m の氷体を
確認できた（図 2）。いずれの雪渓も氷が塑性
変形で流動するのに十分な厚さを持ってい
るといえる。 

図 1 立山連峰の多年性雪渓の分布図 
 
(2) 三ノ窓雪渓では、2011 年秋の 1 ヶ月間
で 24cm、31cm と誤差以上の有意な流動が観
測された（図 3）。流動方向は、東南東で雪渓
の最大傾斜方向と一致した。小窓雪渓につい
ても、2011 年秋の 1 ヶ月間で 17cm、32cm
と誤差以上の有意な流動が観測された（図 3）。
小窓雪渓も流動方向は、雪渓の最大傾斜方向
とほぼ一致した。御前沢雪渓でも、2011 年秋
の 52 日間で 7～9cm と誤差以上の有意な流
動が観測された（図 3）。 
御前沢雪渓では、トータルステーションを

使った測量も実施したところ、GPS 観測とほ
ぼ一致する結果が得られた。 
また、三ノ窓雪渓と御前沢雪渓では、GPS

測量に用いたポールを、防水デジタルカメラ
で約 1 ヶ月間インターバル撮影した。その結



果、氷体の流動に伴い、ポールが少しずつ下
流側に移動していく様子を撮影・記録できた。 
 
 

図 2 アイスレーダーで観測した各雪渓の断
面 

図 3 測量用 GPS で観測した各雪渓の水平
方向の流動 

 
(3) 観測を行った 3 つの雪渓全てで氷体の
流動が観測されたことから、これらの雪渓は
すべて現存する「氷河」であることが分かっ
た。日本初の氷河発見という研究成果をすみ
やかに発信するため、日本雪氷学会誌「雪氷」
に観測結果を原著論文として発表した。 
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